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ニーズに応じた床荷重を確保

三 井 不 動 産
ＥＮＥＯＳ不動産ＭＦＬＰ横浜新子安　完成

太陽光発電＋蓄電池

クリーンエネルギーを有効活用する大型物流施設
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　三井不動産とＥＮＥＯＳ不動産が横浜市鶴見区で共同開発した物流
施設「ＭＦＬＰ横浜新子安」が完成した。首都高速道路に隣接し、首
都圏広域や都内への配送にも適した立地に延べ万㎡を超える大型の
施設を建設した。太陽光発電と大型蓄電池を組み合わせ、クリーンエ
ネルギーを有効に活用することにも力を入れて取り組んだ。設計と施
工は日鉄エンジニアリングが担当した。

　横浜市鶴見区で建設を進めてきた物
流施設「ＭＦＬＰ横浜新子安」が完成
しました。ＥＮＥＯＳ工場跡地を当社
とＥＮＥＯＳ不動産が取得し、共同で
開発に取り組んできたものです。首都
高速神奈川７号横浜北線の生麦ランプ
入口に近接し、首都圏広域への配送や
都内配送にも優れた立地です。水辺に
近い施設は、ブルーを基調とした視認
性の高い外観としました。
　完成したのは、５階建て延べ万㎡
を超えるダブルランプウェイ型の大型
施設です。ＭＦＬＰの標準床荷重は１
㎡当たり．ｔとしていますが、今回
の施設は１棟まるごと使用するテナン
ト企業のニーズに対応して１階を．
ｔとしました。入居テナント企業が従
業員やドライバー向けの物販店舗など
を設けることを想定したスペースも施
設内に確保しています。

　屋上全面に最大２ＭＷ分の発電が行
える太陽光パネルを設置したことに加
え、大型蓄電池も施設内に備えていま
す。蓄えた電力は、夜間や災害時のＢ
ＣＰ（事業継続計画）対応として使用
するなどして、クリーンエネルギーの
有効活用に貢献できます。外構には駐
車場と合わせて広く緑地帯も設けてお
り、従業員の皆さまが安らげる憩いの
場として活用いただけます。
　当社は昨年７月、国内新規８物件を
含めて累計総投資額を約１兆，億
円に拡大する物流施設開発の新たな事
業戦略を発表しました。今回の施設も
その一つに位置付けられています。引
き続き、不動産デベロッパーの枠を超
えた産業デべロッパーとして物流業界
の持続可能な成長に寄与してまいりま
す。

敷地南東から。屋上に最大２ＭＷの発電を行う太陽光パネルを設置（写真提供：雁光舎）

エントランス入口 屋上の太陽光パネル

水をイメージしたアートのあるエントランス 大型蓄電池設備（写真提供：雁光舎）
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敷地北東から。建物の近くに首都高速道路が走る（写真提供：雁光舎）
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　本敷地は、首都高速神奈川１号横羽線、５
号大黒線、７号横浜北線の生麦ランプ入口に
隣接し、産業道路や国道号（第一京浜）へ
のアクセスが可能です。
　「水辺と共存するスマートエネルギー倉庫」
をコンセプトとし、立地の特徴である水辺を
モチーフにしたデザインを外構も含め施設全
体に展開しています。外壁には３色で波の流
れと変化を表現しています。
　波紋をモチーフにした小道・広場を設け、施
設利用者のリフレッシュゾーンとしました。
　太陽光発電の電力は優先的に自家消費し、
余剰電力は蓄電池に蓄えることで、電力有効
利用、省エネルギーおよびカーボンニュート
ラルを実現します。
　建物は当社の「アンボンドブレース®」を
採用した制振構造としています。耐震性能が
向上し、地震エネルギーをダンパーに集中さ
せることで建物被害を低減します。
　ＢＣＰとして、地震、水害、停電、断水の
対策を講じています。特に津波や高潮を想定
し、非常用発電機等の重要設備機器は高い位
置に設置しています。
　これらの景観配慮、環境配慮および災害対
策により、従業員が快適かつ安心して働くこ
とができる環境にも配慮しました。

日鉄エンジニアリング　丸川貴大

■工事件名：ＭＦＬＰ横浜新子安新築工事
■建設場所：横浜市鶴見区生麦１－
■発　注　者：三井不動産株式会社、ＥＮＥＯＳ不動産株式会社
■設計監理：日鉄エンジニアリング株式会社
■施　　工：日鉄エンジニアリング株式会社
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：Ｓ造
■階　　数：５階
■工　　期：準備工事年８月１日～月日、本体工事年月日～年２月日

ランプウェイ 走行路

ラウンジ 事務所

緑地帯は従業員が安らげる場にもなる エレベーターホール


